
（別紙様式３） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告          学校名〔 京丹後市立弥栄中学校 〕 

学校経営方針(中期経営目標) 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標） 

１ 「誠実」を大切にし、全教職員で、生徒・
保護者、地域との信頼関係を築く。 

２ 主体的・対話的に学び、互いに認め高めあ
うことを通して、人権尊重に基づく人間性
豊かな生徒を育む教育課程の編成と実施に
努める。 

３ 基礎的・基本的内容の指導の徹底と定着
を図る授業づくり（わかる・できる授業、小
中の円滑な接続）を進める。 

４ 知識技能を活用し、自ら考え、判断し、探究
する力・表現する力を伸ばす生徒を育てる。 

５ 主体的に未来を見つめ、そのための今を
大切にし、自分の進路に向かうことができ
る生徒を育てる。 

１ 小規模の生徒数、教職員数の強みを生かした教育活動を推進する。 

２ １園１小１中の学園体制となることを踏まえ、生徒のよりよい人間

関係づくりに焦点を当てた生徒指導、特別活動、人権教育、道徳教育

の取組を充実させるとともに、学園としての実践研究を推進する。 

３ 個々の生徒の状況を面談等様々な機会を介して把握し、個別の適切

な支援が進められるよう、教職員間の情報共有を確実に行い、組織的

な動きに基づいた生徒の個性と能力の尊重に努める。また、このよう

に取り組める教職員集団を目指した研修を重ね、人材育成に努める。 

１ 弥栄学園保幼小中一貫教育の「目指す子ども像」

の具現化を図るため、園小中学校一貫した教育を推

進するとともに、全教職員が学校運営に参画する。 

２ 「生徒が自ら学び、共に考え、学びを深める学

校」「違いをよさとして認め、思いやり、支え合

い、高めあう学校」「生徒が目標を持ち挑戦しよう

とする学校」を目指し、生徒にとって居場所のある

魅力ある学校づくりをすすめる。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

学
校
教
育
指
導
の
重
点
、
保
幼
小
中
一
貫
教
育
の 

諸
計
画
及
び
各
学
園
の
重
点
等
を
基
盤
と
し
て 

教育課程 

学習指導 

・主体的、対話的で深い学

びの実現を目指す授業

づくり 

・各教科等の目標・内容及び相互の関連をふ

まえ、指導計画・内容の改善と充実に努

め、基礎的・基本的内容の確実な定着を図

るとともに、知識技能を活用し、自ら考

え、判断し、探究する力・表現する力を育

成する。 

・ICTの活用や授業と家庭学習の連動をより一

層推進し、協働的な学びと個別最適な学び

の両面を追究した学力向上に取り組む。 

・認知能力と非認知能力の一体的な育成を推

進する。 

○講師を招いた校内研修や外部講師に
よる授業等から、育成したい力を明確
にした授業改善に向けて取り組むこ
とができた。 

○計画的な学習会と教えあい学習に取
り組むことにより、基礎基本の定着を
図ることができた。 

○Teamsやロイロノート、Google等授業
での端末の活用を進めることで、他者
と協働しながら課題解決をする力の
育成に繋がった。 

△効果的な情報端末の活用の研究と授
業と連動する端末を活用した家庭学
習を進めていく。 

・端末を活用したりグループで活動し

たりしている授業を見ると、授業が

かわってきていることがわかる。 

・基礎基本の力の定着を図るととも

に、生徒の主体的な学習活動、家庭

学習に取り組めるとよい。 

生徒指導 ・生徒指導の実践上の視

点を生かした実践の推

進と自尊感情の醸成 

・いじめ、不登校の未然防

止のための校内組織の

構築と丁寧な対応 

・発達支持的生徒指導を重視した教育活動を推

進する。 

・集団生活や体験活動を通して生徒が自ら気づ

き主体的に活動することで、達成感や充実感

を感じ合い自他ともに大切にする安心・安全

な「居場所づくり」に努める。 

・生徒指導部会・教育相談部会、いじめ防止組織

の中で、生徒の姿を共有し、いじめ・不登校へ

つながる事象の未然防止、早期発見・迅速・丁

寧な対応のための校内体制を構築する。 

○週１回の生徒指導・教育相談部会や二
者面談等の中で全校生徒の変化や気
になる状況を校内及び家庭と共有し
支援を行った。 

○行事や生徒会活動、弥栄学園の子ども
園小学校との連携を通して、生徒の自
尊感情の高まりがみられた。 

△不登校（傾向）生徒や家庭に対し、関
係機関や専門家と連携を図り、生徒や
保護者の思いを大切にした支援を更
にすすめる。 

・教職員間で生徒の情報共有をして指

導していることが生徒だけでなく保

護者にとっての安心感につながって

いる。 

・こども園から人間関係が変わらない

からこそ、こども園・小学校とのつ

ながりを大切にしてほしい。 



健康（体

育）・安全 

・基本的生活習慣の確立 

・健康・安全教育の推進 

・保健・体育の指導による体力づくり及び家庭

と連携した基本的生活習慣を確立する。 

・保健分野（薬物、性、感染症予防等）及び安

全分野（生活安全・交通安全・災害安全）の

指導の充実による自他の健康安全に係る自

己調整力を育成する。 

・登下校の安全確保はもとより、防犯に関する

指導及び災害等に対する防災教育の充実を

図る。 

○年間を通じて、健康安全や保健に関す

る指導を充実させることができた。 

○外部講師による講話や体験等を通し

てより正しい知識の習得と危機対応

能力の育成に努めた。 

△交通安全や自然災害に係る指導につ

いて、地域・家庭、関連機関と連携し

た訓練や支援体制の構築を含めて考

える必要がある。 

・基本的な生活習慣の確立において、

人間関係づくりの基本である挨拶が

できる生徒を育ててほしい。 

・防災・安全についても多くの体験活

動に取り組んでいることはよい。地

域との連携ができるとよい。 

・持続可能な部活動と地域移行につい

て今後保護者も交えて考える必要が

ある。 

特別支援 

教育 

・特別支援教育に関する

組織体制の充実 

・特別支援コーディネーターを中心として、支

援を要する生徒の教育的ニーズに応じた支

援内容を検討し、保護者・生徒と目標を共有

しながら支援の工夫改善を図れるよう校内

組織体制の機能化を図る。 

・一人ひとりの生徒の実態を丁寧なアセスメン

ト等により把握し、すべての生徒にとっての

学びやすさ、生活のしやすさにつながる教育

環境を整備する。 

・研修での学び、専門家の助言等を共有する等、

学校組織として教員の特別支援教育に係る

資質・能力の向上を図る。 

○取り出し指導や個別の課題配信等に

取り組む等家庭と連携をして個別の

教育的ニーズに応じた支援に取り組

んだ。 

△特別支援コーディネーターを中心と

した校内組織の機能化を図る中で、支

援の評価を行い個に応じた支援の質

の向上を図る。 

△生徒の多様な強みや個性を尊重する

ための学校としてのアセスメント機

能を高め、生徒の学びやすさにつなが

る環境整備に努める。 

・生徒個々をとらえるのは難しいと思

うが、一人ひとりの実態に応じた支

援や教育活動を大切にしてほしい。 

開かれた 

学校づく

り 

・丁寧で分かりやすい情

報発信と積極的な学校

公開 

・ＰＴＡ・学園運営協議

会・地域の関係機関等と

の連携の推進 

・学校だよりや学級通信、ホームページ等

で、学校の様子を発信するなど保護者・地

域への積極的な学校公開を行う。 

・ＰＴＡや地域の人材や関係機関等とのつな

がりを活かした連携・協働体制の構築を推

進する。 

○月 1回の学校だより、ホームページ

の更新等による情報発信を行った。 

○年間を通して弥栄病院に中学生の美

術の作品を展示させていただくこと

は、地域の方への中学校の様子のよ

い広報となった。 

・たよりが地域に回覧されることで学

校の様子がわかる。 

・美術作品の展示は大変よかった。更

に、地域住民が集まる場所での展示

もあるとよい。 

次年度に向けた 

改善の方向性 

１ 「探究的な学び」をとおしたグローバル人材の育成の実現に向けた授業改善と研究活動の推進 

２ 授業と連動する家庭学習の研究と情報端末の効果的な活用の推進 

３ 全ての教育活動において発達支持的生徒指導の推進をとおした生徒にとって安心・安全な学校づくりの推進 

４ 弥栄学園の組織を基盤とし、学校（学園）、保護者、地域、関係機関との協働・支援体制の展開。 

５ 家庭や地域への丁寧で分かりやすい実践の発信 

・弥栄を大切に思い、弥栄に帰ってきた

いと思える教育を大切にしてほしい。 

・学校と保護者だけでなく、より一層

の保護者間のつながりも大切にでき

るとよい。  


